ストップ川内原発再稼動！鹿児島集会
「原発なくそう！九州玄海訴訟」いとしまの会で、川内原発再稼動反対の鹿児島集会への参加を呼びかけて、糸島からレンタカーを借りて鹿児島に行くことにした。
前日まで、集会への参加を呼びかけたが、色々な行事と重なったため、定員８名まで集まらず、欠員のまま、女性４名、男性３名の合計７名で鹿児島に行くことになった。当日午前９時に糸島市役所を出発し、岡部弁護士の運転で鹿児島に向かい、会場である天文館公園に午後１２時３０分ころ到着した。
糸島においても８名も集まらなかったので、集会に３０００人も集まれば上出来だと思っていたが、予想に反し、天文館公園は人で埋め尽くされていた。集会参加者は、主催者発表で７５００人とのことであった。
集会では、福島原発事故当時（2011.3.11）の内閣総理大臣であった菅直人氏が「御嶽山（正式名は「おんたけさん」であるが、管元首相は「みたけさん」と間違えていた）の火山噴火は、ここ川内原発は、活火山の近くであり、再稼動しては危ないと知らせている。九州は火山地帯であるので原発は危険であり、再稼動阻止のため力を合わせて頑張ろう。」と訴えた。

集会後鹿児島市内の中心部を「川内原発再稼動反対」とコールしながらデモ行進した。九州各地から右翼が集まり、右翼の宣伝車が１０台以上は来ていた。終着地点である鹿児島中央駅までデモ行進し、その後帰路に着く。途中高速道路の広川サービスエリア内にあるレストランで夕食をとり、２０時３０分ころ、糸島市役所に無事にたどり着いた。

年寄りには少々強行軍ではあったが充実した１日であった。
